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第１学年生活科学習指導案

１ 単元名 かぞくがにこにこ大さくせん！

２ 指導観

こんな子どもだから

○ １学期の「やよいしょうがっこうとな

かよし」の学習では，学校の施設や設備

の様子に関心を持ち，すすんで知ろうと

したり，職員や上級生など学校にいる人

たちに興味をもってかかわろうとした。

また，学級の係活動では，どの子も友だ

ちと協力して，進んで仕事に取り組み楽

。しく生活することができるようになった

（関心・意欲・態度）

○ 「やよいしょうがっこうとなかよし」

の学習では，学校探検をして，弥生小学

校の自慢を絵や文に表すことができた。

初めの発表会では 「こんなことを調べ，

るといいよ 」とアドバイスをすること。

もできるようになってきた。最後の発表

会では，表現物を使って 「給食室は，，

大きなお鍋が５つあって，みんなの給食

を５人の先生で作っています 」という。

ように，どこに何があるか，何に使うの

かを発表することができた。また，たく

さんの先生方や５・６年生にインタビュ

ーすることができた。

アサガオの観察では，アサガオの成長

する様子を観察し，変わったところや思

ったことを絵や文に表すことができた。

（思考・表現）

○ くり返し学校探検を行うことで，学校

での生活を支えてくれている多くの人た

ちがいることに気付くことができた。ま

た，アサガオの観察では，毎朝水やりを

頑張り，双葉の間から本葉が出てきたこ

とやつるがねじれながら支柱に巻き付い

ていくことに気付くことができた。

（気付き）

こんな教材で

本単元は，学習指導要領の内容（２）を

， ，受けて 家族や家庭での生活に関心をもち

家族と過ごす楽しさやよさに気付く中で，

家族の一員として，家族のためにできるこ

とを考え，行動できるようにすることや家

族の温かさや大切さが分かるとともに自分

の生活をふり返り，規則正しく健康に生活

しようとする態度を育てることをねらいと

している。

また，学習指導要領の内容（８）を受け

て，自分ができるようになったことを友だ

ちに伝えたり，困っている友だちにアドバ

イスをしたりすることや友だちの頑張りや

自分の頑張りに気付いたりしていくことを

ねらいとしている。

この教材は，家庭生活に目を向けさせ，

，「 ，自分にできることを見付け この仕事は

。 。」家族をにこにこにするぞ やってみよう

， 「 。」と期待感をもち 家族の人に ありがとう

と言ってもらって「うれしい 」と充実感。

を持ち，さらに「仕事がうまくできるよう

になった 」と達成感や自分の成長を味わ。

うことができる活動であり，自分の思いや

願いを実現していくものである。

この教材は，次の３つの点で価値がある

と考える。

① 家庭における自分の生活を見直し，

家族に感謝の気持ちをもち，家族のこ

とや自分のこと，自分の生活をどのよ

うにすればよいのかを考え，仲よく協

力し合って生活することができる。

② 家族の自分に対する愛情を考えるこ

とから，家族の温かさや大切さが分か

り，自分にできることをすすんで考え

活動しようとし，自分なりに表現する

ことができる。

③ 友だちや家族からアドバイスや賞賛

， ，を受けることで 達成感を味わったり

もっとできることがあるのではないか

と考えたりすることができる。
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こんな方法で

【であう段階】

，「 」 ，子どもたちには おうちたんけん をさせ

家族がにこにこになるために家庭で自分にで

きそうなことをいろいろ体験させ，単元を通

した学習のめあてをもたせる。

体験したことを発表させアドバイスをし合

， 。うことで 家庭で実践する仕事を決めさせる

【かかわる段階】

子どもの活動については，それぞれの家庭

で行っているため，友だちがどんなことを頑

張っているかが見えにくい。そこで 「途中お，

知らせ会」を行う。家庭での活動を絵や文に

表して発表したり，写真や ，使う道具をVTR

， 。用いて実演する等 発表の仕方を工夫させる

このことで，子どもたちは，誰がどんなこと

をしているのかが分かり，そのよさを伝えた

り 「こんなふうにしたらもっとよくなるよ」，

というようなアドバイスをしたり，頑張って

いることやよいところを賞賛したりすること

ができ，家族がにこにこになるための体験活

動をさらに続けていく意欲へとつなげる。

【いかす段階】

「かぞくがにこにこ大さくせん！」発表会

を行う。

これまで子どもたちが行ってきた活動を発

表する場を設定する。続けて頑張っているこ

とやうまくできるようになったこと等を発表

させ，聞いている子どもたちには，友だちの

頑張りやすごいなと思うところを見つけさせ

。 ， ，発表させる そのことで 達成感を味わわせ

自信を持たせるようにする。

さらに，あらかじめ書いてもらっていた家

族からの手紙を紹介する。家族からの感謝の

言葉や，成長の喜びを実感させられるような

内容のものを紹介する。家族からの手紙を受

け取り，自分自身の活動をふり返り，家族を

にこにこにできたことの達成感や自分に自信

がもてたことなどを家族への返事の手紙に書

かせる。

学習のめあて

｢かぞくがにこにこ大さくせん！｣をしよう。

こんな子どもへ

○ 家族のことや家庭での楽しさやよさに

目を向けようとする子ども

○ 家庭生活に関心をもち，家族の一員と

して，自分でできることを意欲的にしよ

うとする子ども

（関心・意欲・態度）

○ 自分でできることや家族が喜ぶことを

見つけたり，家庭で楽しく生活できるよ

うな工夫をしたりすることができる子ど

も

○ 家族や家庭のこと，自分でできること

などについて，話したり聞いたりするこ

とができる子ども

○ 自分ができるようになったことを友だ

ちに伝えることができる子ども

○ 友だちの発表を聞いて，アドバイスを

したり，賞賛したりできる子ども

（思考・表現）

○ 家庭生活を支えている家族のことや自

分でできること等に気付くことができる

子ども

○ 家の仕事，家族の団らん等の家族のこ

とや家庭において自分にもできることが

あることに気付くことができる子ども

○ 家庭生活のよさや自分でできることを

進んで行うことの大切さに気付くことが

できる子ども

（気付き）
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３ 指導計画（1０時間）

学 習 活 動 と 内 容 支 援
段 配

階 時

４ １ おうちたんけんをして家族のことや自分の一日の生活 ○ おうち探険で家族の自慢等

について話し合い，これからの学習のめあてをもつ。 を見つけさせ，学習プリント

① （１）家庭での出来事や家の人の紹介を発表する。 に書かせておく。

学習プリントが書けていな

い子どもへは，家庭での体験

を想起させる言葉かけや対話

を行いプリントを書かせる。

で ① （２）家族と過ごす一日の生活をふり返り，家族とのか ○ 家庭の協力のもと，学習プ

かわりを見つける。 リントに一日の生活をまとめ

させておき，それをもとにし

て家族とのかかわりを見つけ

るようにさせる。

あ

① (３) これからの学習のめあてをもち 「ぼく・わたしに ○ 自分自身のことや家族の仕，

できることは何か」を考える。 事など，家族がにこにこにな

う 学習のめあて るために自分にできることは

「かぞくがにこにこ大さくせん！」をしよう。 どんなことかを考えさせる。

○ 自分がしたことを学習プリ

ントに書かせておく。学習プ

リントが書けていない子ども

へは，家庭での体験を想起さ

せる言葉かけや対話を行い，

プリントを書かせる。

① ２ 家でやってみた仕事について話し合い，作戦を決める。 ○ 活動の場は，主に家庭なの

本 で保護者に協力してもらいな

時 がらすすめていき，子どもの

２ チャレンジに対してコメント

組 をもらうようにする。

おかあさんは

りょうりがじょうず

です。

おとうさんは

しごとがやすみのとき

あそんでくれます。

かぞくのたんじ

ょうかいをしま

す。

あさはおかあさん

におこしてもらい

ます。

ばんごはんのじゅんびを

てつだうことがありま

す。

おとうさんと

おふろにはいり

ます。

じぶんのことは，じぶ

んでしたいのできゅう

しょくのはしをあらい

たいです。

○○さんもしている

ので，わたしもせん

たくものたたみをし

たいです。

学習を見通す活動
家庭で実践する仕事を決め

ることができるようにさせる
ために，
○ 実際にした仕事について
発表させる。

○ 失敗やうまくいかなかっ
た経験に対して友だちから
アドバイスをもらう話し合
いを行う。

おかあさんがよろ

こんでくれるので

おふろそうじをし

たいです。

じぶんのはしをじぶ
んであらうのはきも
ちがいいし，おうち
のひとにも「えらい
ね。」とほめられた
のでおはしあらい
は，つづけていきた
いです。○○さん
は，しょっきあらい
もしていたので，わ
たしもやってみたい
です。

おふろそうじはかぞ

くみんなからきもち

いいといってもらえ

るので，つづけてい

きたいです。○○く

んに「ゆかをあらっ

たり，せんめんきを

あらったりするとい

いよ。」とアドバイ

スをもらったので，

やってみたいです。

せんたくものたた

みをつづけます。

すすんでするとよ

ろこんでもらえる

とアドバイスして

もらったからで

す。それにつづけ

てするとじょうず

になるとおしえて

もらったからで

す。
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,／ ３ ３ 自分にできることにチャレンジする。 ○ 家族がにこにこカードは

① （１ 「かぞくがにこにこ大さくせん！」途中お知らせ 毎日提出とし，見取りと支援）

か 会の準備をする。 を行う。

○ お知らせする内容と方法を

① （２ 「かぞくがにこにこ大さくせん！」途中お知らせ 決めさせる。）

か 会をする。 準備ができない子へは，家

庭での体験を想起させる言葉

かけや対話を行う。

わ ○ 友だちのお知らせに対して

アドバイスをしたり，よいと

ころを取り入れたりできるよ

る うにさせる。

○ アドバイスをもとに取り組

① （３）アドバイスを受けて，自分の仕事を見直す。 みを続けさせる。

○ できなかったことに再び挑戦したり，友だちのよ ○ かぞくがにこにこカードは

いところを取り入れて継続したりする。 毎日提出とし，見取りと支援

／ ３ ４「かぞくがにこにこ大さくせん！」発表会をする。 を行う。

① （１ 「かぞくがにこにこ大さくせん！」発表会の準備 ○ 発表の準備ができない子に）

をする。 は，発表したいことが引き出

せるような言葉かけを行った

り，友だちの練習を見せて，

い 参考にさせたりする。

○ 発表を聞いてよさを見付け

させたり，自分と似ていると

ころを考えさせたりする。

① （２ 「かぞくがにこにこ大さくせん！」発表会をする。 ○ 事前に家族に「かぞくがに）

か 本 こにこ大さくせん の感想(手」

時 紙)を書いてもらっておく。

１

組

す

○ 家族からの手紙を読ませ，

① ５ 家族に手紙を書き，学習をふり返る。 自分の成長に気付かせたり，

家族に大事にされていること

学習をしてうれしかったこと

やこれから頑張ること等の手

紙を書かせ学習のまとめをさ

せる。

わたしも○○さ

んみたいにじぶ

んでできること

をもっとふやし

たいです。

わたしは，毎日お風呂掃除をすることに決めましたが，

やり方がよく分かりませんでした。途中お知らせ会で，○

○さんが教えてくれたやり方でやってみるととてもきれい

になりました。わたしは，お母さんに「ありがとう」と言

われてとても嬉しくなりました。これからも自分でできる

ことを見つけて頑張ります。

交流・評価する活動
家族のためにもっと自分が

できることを考えたり，自分
の成長に気付いたりすること
ができるようにするために，
○ 家族がにこにこになった

活動を絵や写真で伝えたり
道具を使って実演したりす
る活動を行う。

○ できたことや家族からほ
められたことを広める話し
合いを行う。

おちゃわんのうらもあら

うといいよとおしえても

らったので，つぎからや

ってみたいです。

○○さんのおふろ

そうじのしかた

を，ぼくもやって

みたいです。

やるじかんをきち

んときめて，わす

れないようにして

いきます。

じょうずにできるよ

うになったことを，

はっぴょうします。

おかあさんがよろこん

でくれたのは，わたし

がせいちょうしたから

だとわかりました。

これからもかぞくが

もっとなかよくなる

ために，いっぱいは

なしをします。

ぼくはおふろそうじ

をつづけてきて，じ

ょうずになってきた

のがうれしいです。

ほめられて

よかったで

すね。

じぶんができるこ

とをしたら，じぶ

んもいいきもちに

なることをはっぴ

ょうします。

じぶんからすると

「ありがとう」っ

ていわれたことを

はっぴょうしよ

う。

「ありがとう」

っていってもら

うとじぶんもに

こにこになりま

すね。

いまがんばって

いることを，ず

っとつづけてい

けるといいです

ね。
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４ 本時（４／１０） 学習を見通す活動 １年 組教室において

５ 本時目標

○ 家庭での経験をもとにほめられたことや失敗したことなどを発表し合い，もっとで

きそうなことや続けてできそうなことを考え，家庭で実践する仕事を決めることがで

。 （ ）きる 思考・表現

６ 本時指導の考え方

本時指導にあたっては，前時までに考えた「自分にできること」を実際にしてみて，ほ

められたことや失敗したことをもとに発表し合い，このまま続けていくのか，もっとでき

そうなことを付け加えるのか，または，できることに変更をするのかを考えさせ，家庭で

自信をもって活動ができるように見通しをもたせる。

手だて(１)自分の思いや願いをふくらますための表現物づくりや表現活動（前時）

自分自身のことや家族の仕事の中から 「自分にできること」を各家庭で行う。活動，

の場が各家庭なので，子どもの活動が分かるように保護者に協力をしてもらう。家庭と

の連絡に「かぞくがにこにこカード」を使用し，頑張った活動，活動の感想，保護者の

方から一言を書いてもらう。これをもとに、

①実際にやってみたこと

②やってみてどうだったか

③これからどうしたいか

を書かせる。自分の実践をふり返り「これからどうしたいか」の内容が「続ける・増や

す」は緑の付せん紙 「迷っている」は黄色の付せん紙をつけさせ，自分の考えを整理，

させるとともに、グループでの話し合いの時に、視覚的にも分かりやすくさせておく。

手だて(２)自分の思いや願いをふくらますための話し合い活動

はじめは同じ仕事をした２，３人の小グループの中で

①実際にやってみたこと

②やってみてどうだったか

③これからどうしたいか

を発表させる。聞いている子どもたちには，頑張っていることに自信と喜びを持たせる

ために，頑張っているところには，ピンクの付せん紙，仕事を進める際に困っているこ

とを解決させるために 「こうしたらいいよ」とアドバイスをする水色の付せん紙を貼，

らせる。次に頑張った仕事を発表させることで，家の中にはいろいろな仕事があること

にも目を向けさせる。発表の内容を仕事とその仕事のいいところに分けて板書し，家庭

で実践する仕事を決める手がかりにさせたい。

最後に自分が決めた仕事と，なぜその仕事にしたのか理由も発表することで，子ど

もが仕事に対する思いを大切にし，進んで仕事に取り組む意欲をもつことができるよ

うにする。
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７ 本時の展開

学習活動と内容 支 援

１ 前時学習を想起し，本時のめあてを確認する。 ○ めあてを確認することで活動

の見通しをもたせる。

２ かぞくがにこにこ大作戦を実際にやってみて，思ったこと ○ 発表の約束を確認して，話し

をグループの中で発表する。 合いを行うようにする。

○ 自分の仕事と比べながら，友

だちの発表を見たり聞いたりで

きるように自分のカードに目を

通させる。

○ アドバイスできない子には自

分がやったときにうまくできた

方法はないか声かけをする。

３ 各グループの仕事のいいところを発表する。

４ 本時学習のまとめをし，家庭で実践する仕事を決める。 ○ 今までの活動をふり返って考

えたり，友だちの考えを参考に

したりするよう助言する。

○ 決まらない子は家の人と相談

， 。して決めるよう 声かけをする

めあて

「かぞくがにこにこ大さくせん！」の，さくせんをけっ
ていしよう。

①わたしはきゅうし

ょくのはしをあらい

ました。②おかあさ

んにほめられてうれ

しかったです。③ほ

かにもじぶんができ

ることをやりたいで

す。

①ぼくはおふろそう

じをしました。②き

もちよくおふろには

いれたよといっても

らってやるきがでま

した。③これからも

つづけようとおもい

ます。

①わたしはせんたくも

のをたたみました。②

きれいにたたむことが

できなかったのでざん

ねんです。③つづける

か、ほかのものにする

かまよっています。

せんたくものたた

みは，おかあさん

がよろこんでくれ

ます。

おふろそうじは，

かぞくみんなから

きもちいいといっ

てもらえます。

じぶんのはしを

じぶんであらう

のは，きもちが

いいです。

ぼくは，せんたくものたたみをつづけます。なぜ

かというと，すすんでしたらよろこんでもらえるとおし

えてもらったからです。それに，つづけたらじょうず

になるということもおしえてもらったからです。
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４ 本時（９／１０） 交流・評価する活動 １年 組教室において

５ 本時目標

○ 「かぞくがにこにこ大さくせん！」の発表会をして，家族のためにもっと自分がで

， 。 （ ）きることを考えたり 自分の成長に気付いたりすることができる 気付き

６ 本時指導の考え方

本時の指導にあたっては，これまでに取り組んできた活動をふり返り，できなかったこ

とができるようになった自分の成長に気付いたり，自分が行ってきたことが家族を喜ばせ

役に立っていることに気付いたりすることを確かめるために発表会を行う。発表者は，前

時に作った表現物を見せたり，具体物を使ったり，動作化したりして家庭で行っている活

動を友だちに分かりやすく知らせる。聞き手は，発表を聞きその頑張りを認め合ったり,

よかったところをほめ合ったりしてお互いに交流し合う。

手だて(１)自分の考えを友だちに伝える表現物づくりや表現活動

発表者は，自分が続けてきた仕事を分かりやすく具体的に友だちに伝えるために，道

具を使って実演させたり，拡大した写真を提示させたり， をスクリーンに映させVTR

たり，前時に作った表現物を用いて動作を入れさせたりしながら発表させる。

発表者には，初めは，うまくいかなかった活動がだんだん上手になってきたことや途

中お知らせ会でアドバイスをもらってできるようになったことなど，自分自身の変化が

分かるように発表をさせる。また，家族の反応も含めて発表させるようさせる。

手だて(２)互いの成長を認め合う話し合い活動

友だちの発表を聞き，自分の活動と似ているところや違いを見付けて発表をつないだ

り 「毎日続けてできたのがすごいね 」とか「ほめてもらってよかったね 」など，よ, 。 。

かったこととそのわけを伝えたり、お互いを認め合う交流を行い，相互評価ができるよ

うにする。

発表の内容を「がんばったこと 「かぞくのことば」に分け，構造的に板書すること」

で，自分たちの成長に気付いたり，家族への感謝の気持ちがもてたりできるような話し

合いを展開する。
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７ 本時の展開

学習活動と内容 支 援

１ 本時のめあてについて話し合う。 ○ 前時までに発表するための表現

物を準備しておき，本時の学習に

めあて 臨むようにする。

「かぞくがにこにこ大さくせん！」はっぴょうかいをしよう。

２「かぞくがにこにこ大さくせん」発表会を行う。 ○ 発表の約束を確認して，発表会

を行うようにする。

○ 発表者と同じ（似た）体験をも

つ子どもが，発表をして考えをつ

ないでいけるように，発表者を前

もって決めておき，意図的な指名

をしていく。

○ 聞き手は，自分の仕事と比べな

がら発表を聞き，頑張りを認め合

い，感想を伝えるようにする。

感想は，一つの仕事の発表が終

わったら，その仕事についてすぐ

に言わせる。

○ まだ，家族をにこにこにできて

いない子どもを指名し，アドバイ

スをもらうようにする。

３ 本時学習のまとめをする。 ○ 自己の成長の喜びや家族ととも

に過ごす喜びを実感したことが分

かるようにまとめをさせる。

○ 自分の思いを十分に書き表せな

い子には，聞き取りをして書いて

あげる。

「かぞくがにこにこだいさくせん！」をして，わたしは，

じぶんにできることをかんがえてチャレンジしてみました。

はじめはむずしかったこともやりかたをおしえてもらってじ

ょうずにできるようになりました。ともだちにすごいねってい

ってもらえてうれしかったです。おかあさんからありがとうっ

ていってもらいました。わたしは，がんばってよかったなあ

とおもいました。これからもつづけてがんばります。

せんたくものたたみをしてスカートやくつしたはうまくたた

めるようになったけど，ポロシャツやブラウスは，まだ，う

まくたためません。どうしたら，うまくたためますか。

ぼくは，ちいさいおとうとにほんをよんであげています。ぼ

くが，ほんをよんでいるとおとうとはとてもうれしそうなかおを

しています。ぼくもうれしくなります。おかあさんにほんよみ

がじょうずになったねといわれたのでうれしかったです。

ぼくは，おふろそうじをがんばりました。はじめはそう

じのしかたが分からなかったけど，おかあさんにおし

えてもらってじょうずにできるようになりました。かぞく

がよろこんでくれています。

たいらなところでたたむといいで
す。たたみかたをみせます。

おうちのひとにおしえてもらって

じょうずにできるようになってよ

かったですね。

わたしは，いままできゅうしょくのおはしをおかあさん

にあらってもらっていました。でもいまはがっこうからか

えったらすぐにじぶんであらうようになりました。おかあ

さんからすごいねとほめてもらっています。

じぶんがつかうものをじぶんであら
ったんですね。かえったらすぐにし
たところがすごいですね。

かぞくみんながにこにこになれてよかったです
ね。ほんよみもうまくなってすごいですね。




